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Abstract 
We examined speed oriented and strength oriented characteristics of maximal anaerobic 
power In female college physical education majors. A toal sut】jectof 28 colege students rang 
ing in age from nineteen to twenty were tested. Of these twenty-eight, fourteen of the students 
were actively involved in school sports. 
The results are summarized as follows: 
1) As for absolute maximum anaerobic power and maximum anaerobic power per body weight, 
we could see a difference of p < 0.05 in which students participating in school sports per-
formed better than those students who were not 
2) In regard to the average maximal anaerobic power affected by maximum torque, there was a 
significant difference between students involved in school sports and those who were not. 
3) In terms of factors which influence maximal ana巴robicpower, students participating in school 
sports a tendency to b巴morestrength oriented than those who were not. 
4) Evaluating charact巴risticsof anaerobic power output, the group of students involved in 
school sports may be strength oriented, while those students not active in school sports may be 
speed oriented. 
It would seem that the effect of regular training on those students participating in school 
sports develops strength that was not apparent in the group not actively involved in a regular 
trammg regimen. 
I 目的
スポーツの競技力を高めるためには長期間に及ぶ定期的な トレーニングが必要とされる。そ
の効果を知るには体力測定の結果から評価を求めている。筋機能に関しては従来の瞬発的能力
の測定として垂直跳あるいは立幅跳などが一般的であるが，それらはほとんど量的に評価して
いる。
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宮下i｝筋をエネルギーの変換器としてとらえ，エネルギー供給機構を無酸素性（非乳酸，乳酸）
と有酸素性の機構に分けて，パワー発揮および持続時間との関連から体力を評価する方法を提
唱している。短時間の全力運動で発揮されるパワーでは，そのエネルギー供給が主に無酸素性
機構に依存しているといわれ，これが最大無酸素パワー（MaximalAnaerobic Power）と呼ぱ
れている。このエネルギー供給過程に関する能力の測定で、は自転車エルゴメーターを用いてい
る。中村色の報告で、は3種類の異なる負荷で自転車エルゴメーターを駆動させれば最大無酸素
パワーを求めることが可能で、ある と述べている。また，最大無酸素パワーの発揮特性から力型
とスピード型を推定し，このことから選手の トレーニング効果が評価できるのではないかとい
われている。森田とも最大無酸素パワーの評価を大学運動部の選手に試みて，その有効性が高
いと報告している。
そこで本研究は，最大無酸素パワーの成績から短大体育学生の質的な体力特性を把握し， 体
力づくりに有益な基礎資料を得ょうとするものである。
E 研究方法
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表1 身体的特性
被験者数 年齢 身長 体 重
名 歳 cm kg 
14 18.3 163.5 58.1 
±0.49 ±4.57 ±4.01 
12 18.4 159.4 55.6 
±0.51 ±4.20 ±5.35 
平均値±標準偏差
運動部群
非運動部群
最大無酸素パワー（MaximalAnaerobic Power ：以下 MAnPと称す）では， Corn bi社製の
電磁ブレーキ式自転車エルゴメーター （Power-max-V）を用いた。試技前に被験者は十分な
warm upをおこなった。 MAnPの測定は全力で10秒間のベダリ ングを，各試技関に 2分の休
息をおいて3回実施された。ペダリングの負荷については被験者の体重によって，体重59kg以
下が3kp, 60-79kgが4kp, 80旬以上が5kpと自動設定され，最初の負荷に基づいた各々
のペダル回転に対して， 2回目， 3回目の負荷が漸増される仕組みである。このようにして得
られた 3つの負荷（力）とペダル回転数（スピード）の回帰直線からMAnP，最高回転数
(Maximum frequency maxV），最大負荷（Maximumtorque: maxF'）を推定した。また，最
高回転数（Y）と負荷値（X）の一次式 Y= -ax+ bを求め，この時の傾き aの値をもって
パワー発慢の特性の指標（Powerproperty Po p）とした。この値が0に近くなれば傾きが緩
くなり力型と評価し，逆に傾きが大きくなればスピー ド型のパワー発揮と評価した。
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疾走能力には50m走を，瞬発力は垂直跳の測定よ りそれぞれ評価した。
皿結果と考察
表 2には，両群の10秒間のペダリングにおける MAnPの測定結果をあらわしているo
MAnPの絶対値については，運動部に所属している体育学生群 （以下運動部群）の値が668.5
土98.88wで，運動部に所属し
ていない体育学生群（以下非運
動部群）の値498.3±41.95wよ
りも大きし有意差が両群問に
認められた。体重当たりの相対
的な値では，前述の結果と同様
に運動部群が非運動部群よ り高
く，11.2 ± 0. 24w/kg BWと9.2
± 0. 97w/kg BWであり，両群
には有意な差がみられた。
表2 10秒間のベタリングにおける最大無酸素パワー （MAnp)
群
運動部群
非運動部群
平均値±標準偏差
'. p<O 05 
最大無酸素パワー
絶大値
(watt) 
668.5. 
土98.88
498.3 
土41.95
体重あたり
(watt/kgBW) 
11.2 • 
土0.24
9.2 
土0.97
表3には，運動部群と非運動
部群における3種類の負荷およ
び回転数から求めた最大回転
数 ：MaxV （左側）と最大負
荷 ：MaxF （右側）の結果を
示した。 2群問のMaxVで大
きな成績を示したのは非運動部
群であったが，運動部群との聞
には統計的な差が認められな
表3 各群の3種類の負荷および回転数から求めた
最大回転数（MaxV）と最大負荷（MaxF) 
群
運動部群
非運動部群
かった。 また， MaxFについて
平均値±標準偏差
•. p<0.05 
は運動部群の13.6 ± 0. 57kg mの成績が非運動
部群の9.8土0.32kg mより も高く， 有意差が2
群聞に認められた。
図lには， 運動部群と非運動部群とのパワー
発揮特性をあらわしたものである。3種類の負
荷値に対するペダル回転数との関係から，傾き
が緩やかになれば力型の要素が大きいパワーの
発揮特性と推定され，逆に傾きが急であればス
ピー ド型の要素が大きいと考えられる。大きい
値を示したのが非運動部群の11.6土0.49の値で，
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0 
Max V Max F 
(rpm) (kgm) 
201.9 13.6・
± 9.69 士0.57
207.7 9.8 
土12.52 土0.32
図 1 各群のパワー発揮特性
平均値 1.6 
標準偏差士0.49
運動部群 非運動部群
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小さい値が運動部群の8.9±0.34の値であった。つまり，値が大きい非運動部群はス ピー ド型
の要素，運動部群は力型の要素が多いことが明らかとなった。
MAnPの絶対値において 運動部群が非運動部群と比べて有意に大きな差を示している。こ
のことは，運動部に所属している群が日頃から規則的なトレーニングをおこなっており，体力
の向上を着実に目指していることが明らかである。志手らの報告によると，大学女子バレーボー
ル選手におけるトレーニング期ピーク時の MAnPでは700.Swの値に達し，本被験者の運動部
群ではそれに対して約95%とほぼ近い成績がみられ，非運動部群ではそれよりやや低くく約
70%であった。また生田らの報告では，一般学生の場合平均値が640±128wの値を示し， 2群
がそれより上回る成績であった。
体重当たりの相対的な値では運動部群が非運動部群より大きく， トレーニング効果がパワー
の発揮能力に影響を与えているものと示唆される。
パワー発偉特性と関係の深い最高回転数と最大負荷値の結果では，運動部群の回転数には統
計的な差はないが，非運動部群の成績よりやや下回っていた。しかし，負荷値については運動
部群が非運動部群より有意に高い値を示していた。このことは，運動部群のパワーの獲得が回
転数のスピードよりも負荷値の力に頼っていることがわかる。非運動部群は，反対にスピー ド
型のパワ一発揮の傾向が強いと推測される。
表4には，前述の無酸素パワー およびその発揮特性に疾走能力として50m走， 瞬発力として
垂直跳を加えた運動部群の相関マ トリ ックスを示している。表3の結果と同じく MAnPの絶
対値に貢献しているのがMaxVではなく MaxFであり，有意に相関の高いことが認められた。
運動部群における相対値と絶対値の相関関係については，非運動部群よ りも有意に大きく，こ
のことは石井らの報告と同様の傾向を示した。 したがって，運動部群の被験者には積極的なト
レーニングが影響を及ぼすものと示唆された。
表4 運動部に所属している体育学生における最大無酸素パワーとその相対値，
50m走および垂直跳の相関マトリ ックス
MAnp ManP Max V Max F MAx F Power 50m走 垂直跳
/kgBW /kgBW properly 
MAnp 
MAnP/kgBW 0.87697・
Max V -0.03892 -0 .14688 
Max F 0. 94436・ 0.853224・－0.351013 
Max F/kgBW 0. 710522・ 0.86730・ -0.619281・ 0.85397・
P Property 0.5316) 0. 72199・ 0. 7797232・－0.73592・ -0. 96492・
50m走 0.292389 0.104369 0. 535911 0.04999 -0.22828 0.33735 
垂直跳 0.144351 0. 290077 -0. 189983 0. 230C4 0. 319283 0. 32480 0.0J057 
・p<005 
9) 
陸上競技選手を対象による志手らの報告では50m走がMAnPの相対値と，また垂直跳がす
べての項目に有意な相闘がみられた。 しかし，今回の測定の結果では，それらの 2項目が
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MAnPおよびパワー発揮特性とに相闘がほとんどみられなかった。これは運動部群の被験者が
参加している種目の特異性によるものではないかと考えられる。
以上のことから，最大無酸素パワーの発揮特性を把握することにより体力の特性やトレーニ
ングの効果を知ることが比較的容易になり トレーニングプログラムの作成がより充実されて
くるものと思われる。今後さらに多くの体育学生を対象に，異なる運動部の トレーニング変化
を検討することが課題とされる。
N ま と め
本研究は，運動部に所属している体育学生とそれに所属していない体育学生の体力特性を明
らかにするために，最大無酸素パワーおよび発揮特性について検討した。その結果は，以下の
通りである。
1）最大無酸素パワーおよび体重当たりの最大無酸素パワーについて，運動部群は非運動部群
より大きく，有意差が認められた。
2）最大無酸素パワーと関係が深い最大負荷値では，運動部群が非運動部群よりも高く，有意
な差がみられた。
3）運動部群について，最大無酸素パワーに影響を与える要素はスピード型よりも，力型の要
素が強く，有意な相関が認められた。
4）パワーの発揮特性は運動部群が力型を示し，非運動部群がスピード型の傾向にあった。
付 記
本研究は平成5年度の北海道女子短期大学における特別研究費を助成されたものである。
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